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【調査研究の概要】 

・上関原発計画をめぐる情勢としては、福島第一原発事故後、埋立工事は中止していました。しかし 2016年 8

月 3 日に山口県知事が埋立免許延長許可を出し、2017 年 5 月 17 日に中国電力が福島原発事故以降、中断し

ていた原子炉設置許可申請のためのボーリング調査再開を発表しました。また、国のエネルギー政策に新増設

を明記する動きが顕在化しつつあり、埋立再開や建設への動きが予断を許しません。 

１．調査の実施状況                                    

A）カンムリウミスズメ調査、海上センサスを計 50回行い計 92羽を確認しました。調査に述べ 525名が参

加しました。2016/5/14 と 2016/5/22 に家族群を確認しました。2008 年以来計 6 回目であり、研究者か

ら恒常的な育雛域とみなされるとの見解を受け、中国電力に申入れ、マスコミにも発表しました。                                                                                                                                                                                        

B）オオミズナギドリ調査：営巣調査 2回、繁殖期調査 5回を行ました。 

C）プランクトン/稚魚調査：プランクトン＆稚魚調査 6回を行いました。  

２．普及活動 

A）報告集の作成―「カンムリウミスズメ調査報告集」、「レッドリスト上関 2016」を発刊しました。 

B）対外発表―（ア）2016/9/16に日本鳥学会でポスター発表を行いました。（イ）4/25～4/28に太平洋海鳥

会議よりHarryKarter氏,NinaKakovsky氏が山口県庁を訪問し、保護対策を要請しました。 

３．自然を活かした町作り 

2017/2/25に「上関ネイチャープロジェクト」を立ち上げ、ユネスコの未来遺産登録や“かみのせきまるごと

博物館”の設立、訪問客の受入れなど自然を活かした町作りの充実を目指しています。   

【調査研究の経過】 

対外的な発表実績およびメディアでの掲載など 

・2016 年 9 月 15 日：「レッドデータ上関 2016」を 2,000 部発刊し、山口県に申し入れや記者会見を行い、地

元新聞 4紙とテレビ 3局で報道された。                                               

・2016年 9月 16～19日：開催された日本鳥学会総会でポスター発表を行った。 

・2016年 11月 1～13日：に LUSH本通り店(広島市)で写真展及び 11/12に地元漁師さんと共同発表した。 

・2016年 11月 17日：京都で地元漁師さん 3名とトークを行った。50名の参加があった。 

【今後の展望など】 

・これまでの科学的成果と地元漁業者との連携を元に「上関ネイチャープロジェクト」を立上げ、100年後の未

来に遺す自然生態系としてユネスコの未来遺産登録を目指しています。 
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 上関の自然を守る会 

上関原発予定地周辺海域における希少海鳥の生態 

およびエサ資源調査 



1.上関原発計画をめぐる情勢 

‘11.  2.21. 公有水面埋立て工事の再開で放水口の一部に砂利を投入 

‘11.  3.16. 福島原発事故を受け埋立は中止 

‘12.  6.    福島原発事故による国のエネルギー政策が確立されるまで埋立 

                     免許の延長を認めないと二井前知事が県議会で答弁 

‘12.10.  5. 免許失効前日に中国電力が延長申請 

‘15.  5.15. 中国電力に6度目の補足説明回答を提出。 

’16.  8.  3. 山口県知事が埋立免許延長申請を許可 

’17.  5.17. 中国電力が原子炉設置許可のためのボーリング調査開始を発表 

‘17.  6. 30. 中国電力がボーリング調査開始 

1.埋立免許の攻防 

2.自然の権利訴訟の新たな展開 

‘08.12.   8.   自然の権利訴訟提訴 
‘15. 11.19.   裁判所に現地検証を求める準備書面提出 
‘16.   2.17.   裁判所が前向き回答 
  ‘16. 7.28. 裁判所が現地視察 
 3.上関町が風力発電事業に着手 
‘17. 2.         風力発電事業のための道路拡幅工事を開始 



 カンムリウミスズメ調査 
  海上センサス/50回、スポットライトサーベイ調査/3回 
  ロッククライミング調査/2回、 
 オオミズナギドリ調査 
  営巣調査/2回、繁殖期調査/6回 
 プランクトン/稚魚調査 
  プランクトン＆稚魚調査/6回  

2. 2016年度の調査研究実績 

1. 調査の実施状況 

2. 調査成果 

i. 周年生息の確認 

カンムリウミスズメ調査 
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28 Dec. 2014 25 Jan. 2015 

27 Jan. 2014 2 Feb. 2011 

25 Feb. 2015 23 Mar. 2014 

25 Apr. 2014 

23 Mar. 2014 

9 Feb. 2014 

12 Mar. 2014 

28 Feb. 2013 

  ’14.12月～’15.4月にかけては繁殖羽（成鳥か未成鳥）の個体確認 

III. 周年を通じての換羽パターンを確認 
 （世界で唯一、上関でしか把握できない） 



 ‘15.5月の中旬から非繁殖羽への換羽が頭部から始まる個体確認 

17 May 2014 

24 May 2014 24 May 2015 28 May 2015 

28 May 2015 29 May 2015 29 May 2015 

17 May 2014 

III. 周年を通じての換羽パターンを確認 
 （世界で唯一、上関でしか把握できない） 
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4 Jul. 2015 
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III. 周年を通じての換羽パターンを確認 
 （世界で唯一、上関でしか把握できない） 

 ‘15.6月-7月にかけて一部換羽途中の個体もあるが、ほとんどの個体が
非繁殖羽になっているのを確認 



12 Aug. 2013 12 Aug. 2013 16 Aug. 2015 

23 Aug. 2015 14 Sep. 2014, 

III. 周年を通じての換羽パターンを確認 
 （世界で唯一、上関でしか把握できない） 

 ８月-10月にかけてはほとんどの個体が非繁殖羽である 



4 Oct. 2015, 12 Oct. 2009, Takeishi 12 Oct. 2009 

12 Oct. 2009, Takeishi 
12 Oct. 2009, Takeishi 8 Nov. 2013, Takeishi 

26 Nov. 2011, Takeishi 28 Nov. 2009, Takeishi 

 10月-11月に確認された個体は一部の個体は既に繁殖羽になっているが、
ほとんどの個体はこの間に非繁殖羽から繁殖羽に生え変わるようである。 

III. 周年を通じての換羽パターンを確認 
 （世界で唯一、上関でしか把握できない） 



家族群の確認 

幼綿羽が見られるその年生まれのヒナを連れた家族群が９年間で６回確認されている 

カンムリウミスズメ家族群確認地点 

 2008年5月30日  
 八島～宇和島間の海域 成鳥2と羽ヒナ1羽 
 2009年5月18日  
 八島の南西海域、ヒナ2羽と成鳥2羽 
 2012年5月20日  
 天田島の東方海域、ヒナ1羽と成鳥1羽 

上関町海域は、カンムリウミスズメのヒナが成長のために必要とする大量の餌を確

保することができる重要な場所であることが示唆される。 

 2015年5月27日 
 天田島の南方海域 ヒナ2羽と成鳥1羽 
 2016年5月14日 
 八島～宇和島間の海域 ヒナ1羽と成鳥2
羽 
 2016年5月22日 
 八島～宇和島間の海域 ヒナ2羽と成鳥1
羽 

2008/5/30  

2009/5/18 

2012/5/20 

2015/5/27 

2016/5/22 

2016/5/14 



2008/5/30  
八島～宇和島間の
海域、ヒナ(撮
影：山本尚佳) 

2012/5/2
0  

天田島の東方
海域、ヒナ１
羽と成鳥１羽
（撮影：武石
全慈） 
 

2009/5/18  
八島の南西海域、ヒナ2羽と成鳥2羽
（撮影：武石全慈） 

2015/5/27 
天田島の南方海域 ヒナ2羽と成鳥1羽
（撮影：武石全慈） 

2016/5/14 
八島～宇和島間の海域 ヒナ1
羽と成鳥2羽 2016/5/22 

八島～宇和島間の海域 ヒナ2羽と成鳥1羽 

上関町海域で確認された家族群 



外来ネズミの駆除とオオミズナギドリの繁殖状況の変化 

  宇和島での繁殖成功率の低さは，

外来ネズミによる卵や雛の捕食

が一つの原因と考えられた。そ

こで、2010年8月から2011

年8月に殺鼠剤によるネズミ駆

除を実施した。2012年から

2015年までの録画データには、

ハシブトガラスやシマヘビが巣

内に侵入する様子が確認された

が、ネズミ類が繁殖コロニーで

撮影されたことはなかった。

よって宇和島の繁殖コロニー周

辺で外来ネズミの駆除に成功し

た可能性が高い。2012年以降

の利用巣数と繁殖成功率が上昇

したことは，ネズミ類駆除の効

果が大きいと考えられる。 

  
（月刊海洋201年9月号/渡辺伸一・飯田知彦・上田健吾） 
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 プランクトン＆稚魚調査中間報告 

 観測点：曳網は5点（St.1~5）で行った。(右
図) 

結果：これまで稚魚の同定は、6月/8月/10月
が終わっている。その結果から述べるとマイワシ
やサバ類の稚魚が6月で最も多く、8月、10月と
減少していった。稚魚全体としても、6月に最も多
い。10月では稚魚の数は非常に少なくなってい
る。一方、8月に多かった稚魚のアミメハギは、採
集された流れ藻に付随していたと考えられ、流れ
藻の多くなる8月を中心にカンムリウミスズメなど
の餌となる稚魚・小型の沿岸性イカ類などが増え
ることが分かった。餌生物の分布に影響を与える
流れ藻の重要性が考えられる。5地点の内では、
St.3と4の祝島周辺でもっとも多くの稚魚が採集さ
れており、祝島周辺の海の高い生物多様性と生物
生産性が確認された。 



 2016/9/16～19に開催された
2016年度日本鳥学会総会で「山口
県上関町海域（瀬戸内海西部）にお
けるカンムリウミスズメ家族群の確
認と羽衣変化」というテーマでポス
ター発表をした。 

3. 調査成果の活用～ 
学会発表 



3. 成果の活用 
申し入れ 
 山口県   
 2016/6/28にカンムリウミスズメ調査
の強化/公有水面埋立免許取消を申し入れた。 
 2016/9/15に山口県レッドデータブッ
ク(改訂中)に「上関レッドリスト2016」
の反映を求めた。 
 中国電力  
 2016/6/20にカンムリウミスズメ調査
の強化と公有水面埋立免許取り下げを申し
入れた。 

2016/4/29に Nina J. Karnovsky氏 
(Pacific sea bird group 代表)とHarry 
Karter氏(スクリプスウミスズメ・ガダルー
ペウミスズメの専門者会議の代表)が山口県
環境審議官と面談し、カンムリウミスズメ
研究と保護にとり上関海域の持つ世界的な
重要性を訴えた。当日、記者会見も行い、
テレビや新聞各社で報道された。 



上関自然の権利訴訟」の裁判所現地視察 

 2016/7/28に裁判所が
原 

  発予定地田ノ浦視察を行 
  い、支援者80名が見守る 
  中、上関の自然を守る会 
  は加藤真氏（京都大学） 
  と高島美登里が原発計画 
  による壊滅的なダメージ 
  を直訴した。 



カンムリウミスズメシンポジウム  2017 in上関 

主要なカンムリウミスズメ繁殖地から 
 パネリストが参加 
 枇榔島（宮崎県）・伊豆諸島（静岡県） 
 隠岐（島根県）・小屋島（福岡県） 
非繁殖期の生息地から参加 
  北海道 
日本野鳥の会から参加 
カンムリウミスズメ移動経路の報告 

1. シンポジウムの特徴 

2. 地元の受け入れ態勢 

チャーター船としての協力 
交流会で地元魚料理の提供 
民宿との連携強化 

3.サポーターの増加 

LUSH・パタゴニアの応援 
定期調査協力者の増加 

2017年度の取り組み 



上関ネイチャープロジェクト 

 上関の自然を守る会/シーパラダイス室津/上関おまかせパックなどのグループを
中心に自然を愛し、自然を活かした町作りを目指すことに賛同する人々の集まり 



この上関にしかない貴重な自然環境と生態系を未来へ受け継ぎつたえていくために、
「自然」を中心にして、さまざまな学びと発見ができ、町の外から訪れる方と地元の人
が交流する場所をつくり、未来にむけ新たな町づくりを具現化していくための拠点とな
る場が必要です。 
 そこで、この度は漁港から３分の民家を譲りうけて、2018年1月に、セミナーハウス
兼ゲストハウスの「かみのせきまるごと博物館」をオープンします！ 

     クラウドファンデイング募集中！！ 
山口県・上関の"奇跡の海"を未来の子供たちに残していきたい！ 



上関の貴重な自然を未来の子供たちに！！ 
原発計画を中止させ、上関地域をユネスコの未来遺産や 

世界遺産登録など特別に保護する区域にする 

上関の自然を守る会 

ご清聴をありがとうございました。 
これまでのご支援に深く感謝いたします 
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